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に
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と
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ど
り

の
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は
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す

ま
い

る
バ

ス
・

も
や

い
タ

ク
シ

ー
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の
新

車
両

で
す
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翌
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日
か

ら
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行
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し
ま

し
た
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新

し
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な
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町

の
バ

ス
を
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れ
か

ら
も

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
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紫
に
お
う
福
智
山

希
望
の
光
照
り
そ
い
て

勇
気
燃
え
立
つ
わ
が
集
い

手
に
手
を
結
ぶ
友
垣
に

若
き
生
命
を
日
々
育
つ

鞍
手
北
中

　

あ
あ
北
中　

栄
え
あ
れ

鞍
手
北
中
学
校
●
創
立　

昭
和
45
年
４
月
１
日

●
卒
業
生
総
数　

七
千
六
百
三
十
五
人

平
成
27
年
３
月
12
日

鞍
手
南
中
学
校
、
鞍
手
北
中
学
校

「
大
き
め
の
制
服
を
身
に
ま
と
い
、
緊
張

と
不
安
を
抱
き
な
が
ら
入
学
し
た
あ
の
日
か

ら
３
年
…
。」

３
月
12
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
春
の
日

に
、
鞍
手
南
中
学
校
、
鞍
手
北
中
学
校
で

平
成
26
年
度
第
45
回
卒
業
証
書
授
与
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
、
両
中
学

校
が
統
合
し
、
新
生
「
鞍
手
中
学
校
」
と

し
て
新
た
な
出
発
を
迎
え
た
た
め
、
こ
の

卒
業
式
は
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
最
後

の
卒
業
式
と
な
り
ま
し
た
。

「
こ
の
３
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
合
唱
を
通

し
て
、
仲
間
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
生
ま
れ
た
ハ
ー
モ

ニ
ー
は
私
た
ち
の
友
情
の
証
で
す
。」「
こ
れ

か
ら
先
、
苦
し
い
こ
と
や
辛
い
こ
と
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
私
た
ち

は
中
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
バ
ネ
に
、
く
じ

け
ず
前
向
き
に
頑
張
っ
て
い
く
こ
と
を
こ
こ

に
誓
い
ま
す
」
と
は
卒
業
生
の
言
葉
。
こ
れ

ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
た
ち
に
お
別
れ

の
言
葉
を
、
ま
た
、
見
守
り
、
と
き
に
支
え

て
く
れ
た
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
に
感
謝
の

言
葉
を
告
げ
て
、
百
二
十
一
人
の
卒
業
生
た

ち
は
、
最
後
の
と
き
を
迎
え
た
学
び
舎
を
巣

立
っ
て
行
き
ま
し
た
。
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最
後
の
卒
業
式



生
気
あ
ふ
る
る　

南
陵
の

木
々
み
な
芽
吹
き　

む
つ
が
岳
の

緑
に
映
え
て　

そ
そ
り
立
つ

白
亜
の
母
校　

み
ず
み
ず
し

こ
こ
ろ
豊
か
に　

眉
あ
げ
て

学
ぶ
わ
れ
ら
を　

山
河
守
る

清
ら
な
れ
南
中

　

わ
が
鞍
手
南
中
学
校

鞍
手
南
中
学
校
●
創
立　

昭
和
45
年
４
月
１
日

●
卒
業
生
総
数　

四
千
二
百
三
十
二
人

３− 2015. ４

い
ま
、
別
れ
の
と
き

飛
び
立
と
う
、
未
来
信
じ
て

昭
和
45
年
４
月
、
地
元
の
強
い
要
望
と
熱

い
期
待
を
受
け
て
誕
生
し
た
鞍
手
南
中
学
校
、

鞍
手
北
中
学
校
。
希
望
に
燃
え
て
入
学
し
た

第
１
期
生
の
意
気
込
み
に
よ
っ
て
学
校
づ
く

り
は
力
強
く
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
45
年

間
続
い
て
き
ま
し
た
。

両
中
学
校
の
卒
業
式
終
了
後
に
行
わ
れ
た

閉
校
式
で
は
閉
校
宣
言
や
校
旗
の
返
納
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
45
年
間
に
積
み
上
げ

ら
れ
て
き
た
伝
統
や
誇
り
は
消
え
て
な
く
な

る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
受
け
継
が

れ
て
行
き
ま
す
。
平
成
27
年
４
月
、
い
よ
い

よ
開
校
の
と
き
を
迎
え
た
新
生
「
鞍
手
中
学

校
」
の
歩
み
と
共
に
…
。

45
年
の
歴
史
に
幕
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藤
ふ じ も と

本理
り こ

子ちゃん
平成26年４月16日生まれ
１歳のお誕生日おめでとう�
いたずらも大好きなお転婆さ
ん。いつも楽しませてもらって
います。これからも元気いっぱ
い、すてきな笑顔を見せてね。

（父　倫康さん・母　麗華さん・
中山）

石
い し だ

田來
ら い む

夢くん
平成26 年４月19 日生まれ
來夢くん１歳のお誕生日おめ
でとう�いつも素敵な笑顔を
ありがとっ♪これからもいっぱ
い食べていっぱい遊んで、すく
すく成長してね♡おしゃまな
お姉ちゃんとも仲良くね♪（父
翔さん・母　亜実さん・八尋）

大
お お た に

谷志
し ほ

穂ちゃん
平成24年４月20 日生まれ
３歳のお誕生日おめでとう�
おしゃれ大好き、歌うの大好き
♪女の子らしく成長する志穂
は家族みんなの元気の源です
�３歳の１年も楽しい思い出
をたくさんつくろうね。元気に
明るく�大きくなぁれ�（父　
和寛さん・母　千恵さん・中山）

松
ま つ お

尾侑
ゆ な

奈ちゃん
平成26年４月20 日生まれ
１歳のお誕生日おめでとう�
元気にすくすく育ってくれて
嬉しいです。侑奈の笑顔は最
高�これからも大好きなお兄
ちゃんといっぱい遊んで笑顔
をたくさん見せてね♡（父　裕
也さん・母　理恵さん・小牧）

古
こ た に

谷倖
ゆ き な

奈ちゃん
平成24年４月27 日生まれ
倖ちゃん３歳のお誕生日おめ
でとう�皆倖奈の笑顔に癒さ
れてます。お姉ちゃんの真似を
する倖奈。これからも何にで
もチャレンジして優しい笑顔
の倖奈でいてね�（父　隆行さ
ん・母　ちずるさん・新延）

　３月 15 日、中央公民館で『笑顔と笑いの観光まちづくりフォー
ラム』が行われました。宝当神社で有名な唐津高島の島おこしを
成功させた野﨑隆文さんによる基調講演は、ダジャレが地域おこ
しに繋がるという面白いものでした。また、地元出身のお笑い芸人・
土居上野が町の問題提起を行った漫才フォーラムは、町内在住の
代表者がパネリストを務め、問題解決のための情報共有の場に。
町おこしの第一歩を踏み出すための有意義な一日になりました。

　80 度を超えないように…。おいしい豆腐作りには温度管理も大切。
３月４日は西川小学校で、６日は剣北小学校で、９日には古月小学校
で３年生（当時）が、豆腐・みそ汁作りを行いました。大豆の種まき
から始まった食育体験活動もいよいよ大詰め。児童たちは鞍手町農
業女性の会のみなさんの指導のもと自分たちの手で作った大豆やみ
そをフルに活用して豆腐のみそ汁を作り上げました。このみそ汁は、
全校児童や先生たちにも振る舞われ、おいしいと評判だったようです。

　約 400 年前に国内で初めて日本人による銅版画が制作されたとい
う歴史をまちづくりに生かそうと、長崎県南島原市で行われているセ
ミナリヨ版画展。この版画展に西川小学校の５年生（当時）が応募
したところ、田代陽菜さんの作品『初めてできた逆上がり』が長崎
県知事賞に選ばれました。田代さんは今回の受賞について「空気の
流れやセーターの網目を表現するのが大変でしたが、良い作品が出
来たので受賞できて嬉しいです」と喜びの声を聞かせてくれました。

笑いの力で町おこし
▶中央公民館で観光まちづくりフォーラム開催

先生たちも大絶賛
▶小学生が豆腐作り・みそ汁作りに挑戦

7,865点の応募作品の中から…
▶第 14 回セミナリヨ現代版画展で西川小児童の作品が入賞
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國
く に や ま

山美
み お な

桜和ちゃん
平成24 年４月９日生まれ
お誕生日おめでとう�お話も
上手にでき、何でも自分でやっ
てみよう�というチャレンジ
精神を人一倍もっている美桜
和ちゃん。いよいよ４月から
は、ねぇね、にぃにと一緒に幼
稚園�楽しい日々になること
を願っています。（父　勝彦さ
ん・母　美樹代さん・中山）

松
ま つ お

尾 蒼
あおい

くん
平成25年４月12日生まれ
蒼♡２歳のお誕生日おめでと
う�楽しいことが大好きな蒼。
これからもみんなを楽しませ
てね！これからも沢山食べて、
遊んで、すくすく育ってね�

（父　甚さん・母　麻緒さん・
永谷）

松
ま つ も と

本千
ち か

佳ちゃん
平成25年４月７日生まれ
千佳ちゃん、２歳のお誕生日お
めでとう。みんなに可愛がられ
てとても嬉しいね。日々言葉や
出来ることが増え、今はお手伝
いするのが大好き。これから
も可愛い女の子でいてね。（父   
竜太さん・母　桃子さん・古門）

三
み し ま

嶋舞
ま お

桜ちゃん
平成26年４月２日生まれ

舞桜ちゃん♡１歳のお誕生日
おめでとう�お返事も上手で
よちよち歩く姿はとってもか
わいいね♡これからも悠太お
兄ちゃんと仲良く元気いっぱ
い遊んでね�（父　圭介さん・
母　珠美さん・中山）

お待ちしています
毎月、発行月に誕生日を
迎える満３歳までのち
びっ子を募集していま
す。５月生まれは、４月
10日（金）までに電話で
役場政策推進課政策係☎
４２局２１１１番へお申し
込みください。

▼

　100 マス計算や百人一首などで脳を鍛えようと、毎
週木曜日の 1 校時に西川小学校の各学年が行っている
西川タイム。２月 19 日には、全校一同に会しての百人
一首大会が行われました。先生が詠みあげる上の句を聴
き、素早い反応で札を取る児童たち。１年生も引けを取
りません。脳トレの成果は着実に上がっているようです。

　２月 28 日、中央公民館で鞍手町男女共同参画講演
会が行われました。講師の花崎正子さんは NPO 法人
日本 BPW 連合会国際委員長として世界中を飛び回る
中で体感した、歴史・文化によって異なる男女の在り
方について語られ、講演会に参加した 81 人の男女か
らは驚きや感嘆の声がわき上がっていました。

　３月８日、中央公民館で日本舞踊の発表会『三桜会』
が行われました。花柳流・藤間流の会員が毎年合同で
行っているこの発表会は、17 回目を迎えた今年で最
終公演。会員たちは最後の会に悔いを残すまいと積み
重ねた練習の成果を存分に発揮し、100 人を超える来
場者たちからは温かい拍手が送られていました。

　ブーメランに競技大会があることをご存知ですか。
２月 22 日、室木小学校でブーメランワールドカップ
2014 で団体優勝を果たした本田健嗣さんによるブーメ
ラン教室が行われました。これは遊びの森クラブが主催
したもの。参加した地域の子どもたちは、はがきブーメ
ランづくりや世界一の演技に目を輝かせていました。

脳を鍛える＝脳トレ 女性の参画拡大に向けて

最終公演に大観衆ブーメランの世界一�

▼
平
成
26
年
度  

鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
講
演
会
開
催

▼
西
川
小
学
校
で
全
校
児
童
が
百
人
一
首
大
会

▼
日
本
舞
踊
公
演
・
第
17
回
三
桜
会
開
催

▼
室
木
小
学
校
で
ブ
ー
メ
ラ
ン
教
室
開
催

４月生まれ
Happy birthday to you.

すくすく日記
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

介
護
や
福
祉
、

権
利
擁
護
の
こ
と
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
を

●
鞍
手
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

お
花
で
癒
さ
れ
る
生
活
を

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

●
鞍
手
町
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

ほ
た
る
の
成
長
を

応
援
し
ま
す

●
く
ら
て
の
明
日
を
紡
ぐ
会
ほ
た
る
部
会

男
女
共
同
参
画
の
今

●
鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

鞍
手
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
次
の
と
お
り
、
高
齢
者
の
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
総
合
相
談
・
支
援
事
業　

地
域
の
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
生
活
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

必
要
か
を
把
握
し
て
、
地
域
に
お
け

る
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
、
関
係
機
関
及

び
制
度
の
利
用
に
繋
げ
る
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
す

●
権
利
擁
護
事
業　

高
齢
者
に
対
す
る

虐
待
の
防
止
・
早
期
発
見
、
そ
の
他

成
年
後
見
な
ど
の
権
利
擁
護
の
た
め

鞍
手
町
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

で
は
次
の
と
お
り
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
材
料
費
の
み
で
楽
し
め
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

毎
週
金
曜
日
（
初
回
は
４
月

17
日
）。
▽
第
１
部
＝
午
前
11
時
30
分

か
ら
午
後
１
時
ま
で
▽
第
２
部
＝
午

後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
必
要
な
も
の　

は
さ
み
、
作
品
を
持

ち
帰
る
た
め
の
袋
、
ご
み
袋
、
材
料
費

●
申
込
期
限　

４
月
14
日
（
火
）
午
後
５
時

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ

と
は
鞍
手
町
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
☎
（
０
９
３
）
９
２
３
局
８
７
０
０

番
ま
で

３
月
12
日
、
く
ら
て
の
明
日
を
紡
ぐ

会
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日

本
、
サ
ン
テ
ッ
ク
な
ど
総
勢
30
人
で
、

九
州
自
動
車
道
鞍
手
パ
ー
キ
ン
グ
南
側

の
小
川
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
小
川
は
、
鞍
手
町
内
で
も
ほ
た
る

が
多
く
生
息
す
る
場
所
で
、
毎
年
５
月

下
旬
か
ら
約
１
か
月
ほ
ど
、
ゲ
ン
ジ
ぼ

た
る
の
乱
舞
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

活
動
は
５
年
ほ
ど
前
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
ほ
た
る
部
会
で
は
、
毎

年
３
回
程
度
の
小
川
の
清
掃
の
ほ
か
植

樹
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
ほ
た
る
が
住

み
や
す
い
環
境
作
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

３
月
７
日
、
く
ら
じ
の
郷
で
鞍
手
町

男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
第
３
回
企
画
・

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
大
学
講
師
で

あ
る
富
永
桂
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

「
男
女
共
同
参
画
の
今
～
進
ん
だ
も
の
、

進
ま
な
い
も
の
～
」
鞍
手
町
の
場
合
�

と
題
し
行
わ
れ
た
講
演
は
、
他
の
市
町

村
と
鞍
手
町
の
デ
ー
タ
を
比
べ
、
足
り

な
い
も
の
を
見
出
す
な
ど
と
て
も
興
味

深
い
も
の
で
し

た
。
中
で
も
、「
い

い
男
が
い
る
町
は

男
女
共
同
参
画
が

促
進
さ
れ
て
い

る
」
と
い
う
言
葉

は
参
加
者
の
心
に

響
い
て
い
た
よ
う

で
す
。

の
支
援
を
行
い
ま
す

●
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
支
援
事
業　

地
域
の
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
、
個
々
の
高
齢
者
の

状
況
や
変
化
に
応
じ
た
包
括
的
・
継

続
的
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
現

す
る
た
め
、
介
護
支
援
専
門
員
の
相

談
・
助
言
、
支
援
困
難
事
例
な
ど
へ

の
指
導
・
助
言
等
を
行
い
ま
す

●
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業　

生
活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
、
要
介
護

状
態
等
に
な
る
お
そ
れ
が
高
い
と
認
め
ら

れ
る
65
歳
以
上
の
人
が
要
介
護
状
態
に

な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
、
心
身
の
状

況
等
に
応
じ
て
、
介
護
予
防
事
業
や
そ

の
他
の
適
切
な
事
業
が
効
果
的
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
い
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
く
ら
じ
の
郷

内
）
☎
４
３
局
３
０
１
９
番
ま
で

く
ら
て
の
芸
能
人
が
大
集
合

第
24
回
く
ら
て
芸
能
ま
つ
り

●
鞍
手
町
文
化
連
盟

鞍
手
町
文
化
連
盟
で
は
、
次
の
と
お

り
第
24
回
く
ら
て
芸
能
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。
今
回
も
舞
踊
愛
好
者
が
多
数

出
演
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

５
月
10
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
文
化
連
盟
（
中

央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局
７
２
０
０

番
ま
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す

● 

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ピ
ヨ
ピ
ヨ
」

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
ピ
ヨ
ピ
ヨ
」
で
は
、
読
み

聞
か
せ
活
動
の
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
本
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
と
触
れ
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
活
動
日　

毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30

分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

●
活
動
場
所　

中
央
公
民
館
・
く
ら
じ
の
郷

●
活
動
内
容　

読
み
聞
か
せ
活
動
や
ブ

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
お
手
伝
い
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

由
衛
久
子
☎
４
２
局

７
８
１
７
番
ま
た
は
中
央
公
民
館
ま
で
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Relay Essay

『
溜た

ま
り
場
』

中
学
生
、
高
校
生
の
頃
。
何
を
す
る
で

も
な
く
、
友
だ
ち
の
家
や
、
デ
イ
リ
ー
ス

ト
ア
や
、
ス
ー
パ
ー
な
か
の
の
裏
な
ん
か

に
溜
ま
っ
て
た
。
誰
が
集
め
る
わ
け
で
も

な
く
、
そ
こ
に
行
け
ば
誰
か
い
る
。
そ
の

時
か
ら
、「
大
人
に
な
っ
た
ら
溜
ま
り
場
っ

で
、
単
純
に
飛
び
込
ん
だ
お
寿
司
屋
さ
ん

の
丁で

っ
ち稚
。
大
阪
で
寂
し
さ
に
負
け
て
、
半

年
も
し
な
い
で
帰
っ
て
き
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
出
た
と
こ
勝
負
の
人
生

を
歩
ん
で
き
た
僕
が
、
40
歳
で
結
婚
。「
お

と
う
し
ゃ
ん
」
っ
て
呼
ん
で
く
れ
る
二
人

の
可
愛
い
息
子
が
で
き
た
。
チ
ビ
た
ち
を

て
、
馬
鹿
な
話
を
し
て
。「
あ
れ
っ
？ 

こ

れ
っ
て
溜
ま
り
場
や
ん
�
」
っ
て
気
付
い

た
の
は
、
つ
い
こ
の
間
の
こ
と
で
し
た
。

い
っ
ぱ
い
回
り
道
も
し
た
け
ど
、
生
ま

れ
育
っ
た
鞍
手
の
町
で
、
焼
き
鳥
屋
さ

ん
っ
て
い
う
溜
ま
り
場
を
作
る
第
一
歩

が
、
踏
み
出
せ
た
の
か
な
？

て
ど
こ
に
な
る
の
か
な
？
」
と
考
え
て
た
。

「
み
ん
な
結
婚
と
か
し
た
ら
、
奥
さ
ん
が

う
る
さ
く
て
出
て
来
ら
れ
な
く
な
る
の
か

な
？
」
な
ん
て
、
子
ど
も
な
が
ら
に
考
え

て
た
。

高
校
を
卒
業
す
る
時
、「
あ
っ
、
溜
ま
り

場
、
俺
が
作
ろ
う
�
」
っ
て
、
馬
鹿
な
頭

守
る
た
め
、
一
念
発
起
し
て
始
め
た
焼
き

鳥
屋
さ
ん
。
最
初
は
笑
顔
の
練
習
を
す
る

毎
日
。
う
ま
く
笑
え
な
い
。
こ
ん
な
は
ず

じ
ゃ
な
い
。

い
ろ
ん
な
葛
藤
の
中
、
支
え
て
く
れ
た

の
は
、
友
だ
ち
や
、
先
輩
、
後
輩
、
地
域

の
皆
さ
ん
で
し
た
。
顔
を
見
に
来
て
く
れ

い
つ
か
は
、「
あ
そ
こ
に
行
っ
た
ら
誰
か

い
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
溜
ま
り
場
に

な
れ
た
ら
良
い
な
～
と
思
い
な
が
ら
、
今

日
も
焼
き
鳥
焼
い
て
ま
す
。

夢
は
叶
う
よ
。
信
じ
て
頑
張
れ
ば
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
雅
之
さ
ん
（
木
月
・
43
歳
）
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レ
ー
エ
ッ
セ
ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
藤
井
祥
太
郎
さ
ん
（
新
延
）
で
す
。

町
制
施
行
60
周
年
を
み
ん
な
で
祝
お
う
�

●
役
場
総
務
課

昭
和
30
年
１
月
１
日
に
剣
町
・
西
川
村
・
古
月
村
の
合
併
に
よ
っ
て

誕
生
し
た
鞍
手
町
は
、
今
年
で
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
町

で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
次
の
と
お
り
記
念
式
典
及
び
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
開
催
場
所
は
、
４
月
に
開
校
し
た
鞍
手
中
学
校
で
す
。
詳
し

い
内
容
は
、
随
時
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
回
覧
板
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
と
き　

５
月
17
日
（
日
）
▽
記
念
式
典
＝
午
前
10
時
か
ら
▽
記
念
講

演
会
＝
午
前
11
時
か
ら
午
後
０
時
30
分
ま
で　

※
記
念
講
演
会
の
整

理
券
は
当
日
午
前
９
時
よ
り
配
布
予
定
で
す
（
１
人
に
つ
き
２
枚
ま

で
配
布
）

●
と
こ
ろ　

鞍
手
中
学
校
（
小
牧
）

●
記
念
講
演
会　

▽
講
師
＝
東
進
ハ
イ
ス
ク
ー
ル　

東
進
衛
星
予
備
校

　

現
代
文
講
師　

林　

修 

氏
▽
演
題
＝
「
や
り
た
い
事
」
と
「
で

き
る
事
」

●
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
庶
務
管
財
係
（
庶
務
担
当
）
ま
で

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100 字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

手編み
二色の糸で裾と袖口

に模様を入れてカーデ
ガンを編みました。

中西  一枝さん
（弥生）

竹松  正則さん
（唐ヶ崎）俳句

御山（剣岳）の
山頂は雑木が伐

き

ら
れ見晴らしが大変
よくなりました。
先日望遠鏡を持ち
芦屋の海を眺めま
した。沖の方に白
帆も見え、いつま
でも飽きることは
あ り ま せ ん で し
た。

春
の
海  

山
頂
か
ら
の  

眺
め
よ
し

（C）AKIHIRO SAGA

記念講演会には、
　　　整理券が必要です。

要整理券

東進ハイスクール　東進衛星予備校講師

入場無料

　　　　　　■ 新中学校施設の概要 ■

体育館

鳥瞰図

 
＜施設の概要＞

敷地面積： ㎡

工事種別：改修工事（校舎、野球場）

新設工事（体育館、プール、グラウンド、テニスコート、部室、倉庫等）

主要用途：中学校

構造規模：校舎（鉄骨造）、体育館（鉄筋コンクリート造）

建築面積： ㎡（全体）、 ㎡（校舎）、 ㎡（体育館）

延べ面積： ㎡（全体）、 ㎡（校舎）、 ㎡（体育館）

工期予定：校舎改修・体育館・プール（平成 ５年度）、

野球場改修・テニスコート・グラウンド・外構工事（平成２６年度）

＜体育館：基本的な考え方＞

・緑豊かな敷地を背景に、シンプルな形状のボリュームの組合わせとすることで、落ち着いた

印象を与え、周辺環境へ馴染む外観とし、また、外壁色には自然豊かな色調をベースとし、温

かみのある雰囲気作りをめざします。

・部室などがある東側校舎サイドには、変化のある開口部を設けることで、ボリューム全体に

柔らかい表情を付け、北側グラウンドサイドには、天井までガラス面とすることで、空の見え

る体育館とし、敷地の眺望を活かした、明るく開放的な体育館とします。

・内部は明るく開放的な空間とし、木質系の材料を用いることで、温かみのある空間とします。

記念式典 ５月17日午前 10時～

５月17日午前11時～

●場所
鞍手町立鞍手中学校
（鞍手町大字小牧）
●問い合わせ
鞍手町役場総務課
0949（42）2111

記念講演会

鞍手町
町制施行
60周年

当日、９時から配布予定。

　現代文講師　　林 修　氏
演題 「やりたい事」と「できる事」
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国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですBookINFORMATION

／４月の休館日は、１日（水）、11 日（土）、12 日（日）、25 日（土）、26 日（日）です（選挙のため）。
／開館時間は午前９時から午後５時まで／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

きょうは、とってもいい天気。め
んどりと、かもと、がちょうは、
みんなで、ピクニックにいくこと
にしました。ところが、おべんと
うをたべようとすると、かごの中
はからっぽ� いったい、はんにん
はだれ？ 絵をよーくみて、はんに
んをさがしてくださいね。

ピクニックにいこう！
作＝パット・ハッチンス

１％は誰かのために生きなさい。小さいけ
れどとてつもない力―。みんなが「１％」
生き方を変えるだけで、個人も社会も幸福
になる。かけがえのないすべての人に贈る、

『がんばらない』著者渾身の書下ろし。

１％の力
作＝鎌田　實

中でもこの本がオススメです。

●一般の本

鹿の王（作＝上橋菜穂子）
君と会えたから……（作＝喜多川　泰）
翔ぶ少女（作＝原田マハ）
千春の婚礼―新・新宿かわせみ（作＝平岩弓枝）
陰陽師―蛍火ノ巻（作＝夢枕　獏）
iPhone6 Plus 完全コンプリート大事典

今月新しく入りました。

●子どもの本

そらのむこうに（作＝葉　祥明）
しんかんせんでビューン（作＝視覚デザイン研究所）
ミライのミイラ（作＝くすのきしげのり）
ちびころおにぎり　なかみはなあに（作＝おおいじゅんこ）
トリックアート図鑑　だまし絵（作＝グループ・コロンブス）
お人形屋さんに来たネコ（作＝ヨナ・ゼルディス・マクドノー）

あたたかいふれあいのひとときを。

ブックスタート

ブックスタート。それは、絵本を通して、家庭内で赤ちゃん
と「温かい、ふれあいの時間」を持つきっかけを作るための
取り組み。どこの家庭でもすぐに絵本を開いて楽しんでもら
いたい。そんな願いを込めて、４か月健診時にすべての赤ちゃ
んに同じ絵本が入ったブックスタートパックを差し上げてい
ます。

◉なぜ絵本なの？
　赤ちゃんには「自分は大切な存在である、愛されてい
る存在である」と思える体験が大切だと言われています。
赤ちゃんを抱いて語りかけ、顔を見て、一緒に楽しいひ
とときを過ごす。絵本にはそんな体験を、同時に、そし
て、だれもができる良さがあるのです。

◉赤ちゃんに絵本は早いのでは？
　赤ちゃんにも好きな絵や音、色があるように、絵を見
つめたり指さしたり、読んでくれる人をじっと見つめて
声に耳を傾けたりと、赤ちゃ
んなりの絵本の楽しみ方があ
ります。同じ絵本、同じ絵な
のに、その反応は一人ひとり
さまざま。そんな赤ちゃんの
姿を見ている大人も楽しくな
ります。

◉４月 23 日は「子ども読書の日」
　中央公民館図書室では、４月23日の「子ども読書の日」
にちなんで、次のとおり「子どものオススメ絵本」を展
示します。普段は手にすることの少ない子どもたちの本。
ぜひこの機会に手にとってみてはいかがですか。（展示
期間中は、展示本の貸し出しはできません）

●とき　４月21日（火）から５月10日（日）まで
●ところ　中央公民館ロビー

Share Books
　大好きな人との時間を絵本で分かち合う。みなさんで
楽しんでみてはどうですか。

※４月の新刊は、２日（木）から貸出します。
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HealthDr. 木村の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
傷
口
を
流
水
で
洗
浄
し
、
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
で
覆
う
応
急
処
置
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
傷
が
深
い
場
合
に
は
、適
切
な
処
置
を
行
わ
な
い
と
目
立
つ

傷
あ
と
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
す
ぐ
に
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

木
村
勇
亮
さ
ん
・
き
む
ら
ゆ
う
す
け
・
平
成
19
年
産
業
医
科
大
学
卒
業
。
杏
林
大
学
医
学
部
付
属
病
院
を
経
て
、
毎
週
木
曜
日
に
く
ら
て
病
院
皮
膚
・
形
成
外
科
に
勤
務
。

日
本
形
成
外
科
学
会
、
日
本
創
傷
治
癒
外
科
学
会
、
日
本
創
傷
外
科
学
会
員
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

擦
り
傷
や
切
り
傷
を
負
っ
た
時
、
ど
の
よ
う
な
処
置
を
行
え
ば
よ
い
で
す
か
？

ま
た
、
病
院
を
受
診
し
た
方
が
良
い
場
合
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？
（
42
歳
・
男
性
）

ん
。
さ
ら
に
、
深
い
傷
の
場
合
は
適

切
な
処
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
傷
口

が
細
菌
に
感
染
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

傷
が
比
較
的
浅
い
場
合
で
も
、
病

院
で
初
期
対
応
を
受
け
る
こ
と
は

可
能
で
す
が
、
外
出
先
や
旅
行
先
で

す
ぐ
に
病
院
を
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
に
は
、
応
急
処
置
と

し
て
傷
口
を
流
水
で
十
分
に
洗
浄

し
、
ガ
ー
ゼ
で
保
護
し
て
く
だ
さ

い
。
後
日
病
院
を
受
診
し
、
軟
膏
を

患
部
に
塗
る
治
療
を
行
う
こ
と
で
、

状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
約
１
週
間

か
ら
２
週
間
程
度
で
治
癒
し
ま
す
。

深
い
傷
を
負
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
病
院
を

受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
受
診

が
遅
れ
る
と
、
傷
口
が
細
菌
に
感
染

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
高
く
な
り
、

す
ぐ
に
傷
を
縫
合
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
病
院
を
受
診
す

る
ま
で
の
応
急
処
置
方
法
は
浅
い

傷
の
場
合
と
同
様
で
、
傷
口
を
流
水

誰
し
も
、
転
倒
や
打
撲
に
よ
っ
て

擦
り
傷
や
切
り
傷
を
経
験
し
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一
言
に
傷
と
い
っ
て
も
、
様
々
な
タ

イ
プ
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
傷
を
見

分
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
損
傷
を
き
た

し
た
傷
の
深
さ
に
あ
り
ま
す
。

浅
い
傷
の
場
合
は
、
表
皮
や
真
皮

の
一
部
を
損
傷
し
て
い
る
場
合
が

多
い
た
め
、
軟
膏
に
よ
る
治
療
で
治

癒
す
る
場
合
が
多
く
、
ま
た
目
立
つ

傷
あ
と
が
残
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
表
皮
か
ら
皮

下
組
織
ま
で
損
傷
し
て
し
ま
っ
た

深
い
傷
、
挫ざ

そ
う創

も
軟
膏
だ
け
で
治
癒

さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
完
治

ま
で
に
時
間
を
要
す
る
場
合
が
多

く
、
ま
た
目
立
つ
傷
あ
と
が
残
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

で
十
分
に
洗
浄
し
、
出
血
を
抑
え
る

た
め
な
る
べ
く
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
で

保
護
し
て
く
だ
さ
い
。
出
血
が
止
ま

ら
な
い
場
合
は
、
ガ
ー
ゼ
の
上
か
ら

手
や
指
で
強
く
圧
迫
し
て
く
だ
さ

い
。
病
院
で
は
、
痛
み
止
め
の
注
射

を
行
い
、
医
療
用
の
糸
で
傷
を
縫
合

し
ま
す
。
こ
の
場
合
も
、
１
週
間
程

度
で
治
癒
し
ま
す
。

家
庭
で
の
適
切
な
処
置
で
治
癒

す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、病
院
で
の
治

療
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
る
擦

り
傷
や
切
り
傷
。判
断
に
迷
っ
た
と

き
や
浅
い
傷
で
も
心
配
な
と
き
は

近
く
の
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

病
院
で
ス
ム
ー
ズ
な
治
療
を
受
け

る
た
め
に
は
、適
切
な
応
急
処
置
を

行
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

傷
に
は
種
類
が
あ
り
ま
す

浅
い
傷
は
あ
わ
て
ず
対
処

適
切
な
処
置
が
必
要
な
挫ざ

そ

う創

迷
っ
た
と
き
・
心
配
な
と
き

す
ぐ
に
病
院
へ

表皮

真皮

皮下
組織
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFORMATION

　４月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者には
事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異なりますので詳細は

通知（案内）書をご確認ください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など
区　分 期　日 対 象 児

４か月健診 ４月16日㈭ 平成 26 年 11 月 18 日から
平成 26 年 12 月 17 日生まれ

７か月健診
４月23日㈭

平成 26 年 8 月 29 日から
平成 26 年 9 月 25 日生まれ

12 か月健診 平成 26 年 4 月 1 日から
平成 26 年 4 月 30 日生まれ

１歳半健診
４月 9日㈭

平成 25 年 9 月 6 日から
平成 25 年 10 月 9 日生まれ

３歳児健診 平成 24 年 3 月 6 日から
平成 24 年 4 月 9 日生まれ

乳幼児相談 ４月22日㈬ 平成 27 年 1 月 25 日から
平成 27 年 2 月 21 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください。

乳幼児健診・相談

食生活改善教室のご案内
健康づくりのための食生活や運動について、いっ

しょに勉強しませんか。５月から 10 月まで月１～
２回、全 7 回を予定しています。
● とき　▷第１回＝５月 19 日（火）午前 10 時
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 申込期限　５月１日（金）
● 申し込み　総合福祉センターまで

わくわくクッキング
家族のために栄養バランスのとれた簡単・おいしい

食事メニューの実習をしてみませんか。鞍手町食生活
改善推進員の皆さんが、料理のコツも一緒に教えてく
れます。託児もありますのでぜひご参加ください。
● とき　５月 13 日、７月１日、９月９日、11 月４

日、平成 28 年１月 13 日（いずれも水曜日）の午
前 10 時から午後１時まで

● ところ　総合福祉センター保健棟
● 対象者　乳幼児、小中学生の子を持つお母さん
● 申込期限　５月７日（木）
● 申し込み　総合福祉センターまで

妊娠中の生活や制度などについて保健師が説明し
ます。
● とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分ま

で。必ず妊婦本人がお越しください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）

母子健康手帳の交付

すくすくランドのご案内
からだを使って、お子さんとおもいっきり遊び、

ふれあう教室です。たくさん遊んで、育児を楽しみ
ましょう。
● とき　毎月第１・３火曜日の午前 10 時から 11 時

30 分まで
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 対象者　1 歳くらいからのお子さんと保護者

ぴよぴよひろばのご案内
下記の日時に母子指導室を開放しています。おも

ちゃもたくさんあるので、親子で遊びに来てくださ
い。水・金曜日の午前中は保育士が常駐しています。
● とき　月・水・金曜日の午前 10 時から午後４時

まで
● ところ　総合福祉センター保健棟（母子指導室）

～鞍手町の子育て応援します～

総合健（検）診のお知らせ
生活習慣病予防のためにも年に 1 度は必ず健診を

受け、健康づくりに取り組みましょう。
と　き ところ

５月  14日（木）、15日（金） 総合福祉センター
６月 2日（火）、3日（水）、4日（木） 中央公民館
７月  12日（日）、13日（月）、14日（火） 総合福祉センター
● 受付時間　午前８時 30 分から 10 時 30 分まで
● 申込方法　健（検）診希望日の１か月前までに電話

でお申し込みください。また、申込書が自宅に届
いている場合は、必要事項を記入して返送してく
ださい

● 健（検）診内容　各種がん検診（胃がん・肺がん・
大腸がん・前立腺がん・子宮がん・乳がん・肝炎
ウィルス・結核検診）、特定健診、基本健診

● 申し込み・問い合わせ　総合福祉センターまで
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SupportCOMMENT国民年金からの
お知らせです  年金の

そこが知りたい
役場国保年金係☎42局2111番

種別 第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

対象者 自営業、学生など 厚生年金や共済組合に
加入している会社員や公務員

第２号被保険者に
扶養されている配偶者

保険料の納め方

納付書や口座振替などにより
個人で納めます。
保険料は月額 15,590 円です

給与から職場の年金制度の保
険料を納めています。国民年
金保険料を個別で納める必要
はありません

配偶者の勤務先に届け出てい
れば、自分で保険料を納める
必要はありません

加入手続き お住まいの市区町村役場に自
分で届け出ます

勤務先が年金事務所に届け出
ます

配偶者の勤務先が年金事務所
に届け出ます

日本に住んでいる 20 歳以上 60 歳未
満の人は国民年金に加入しなければ
なりません。被保険者の種類は働き
方などによって次の３種類に分かれ
ています。老後の生活保障や障害を
負ったときのためにも必ず加入手続
きをしてください。

A答え

私は今年、会社を退職す
る予定です。まだ 60 歳に
なっていないので国民年
金に加入するように言わ
れたのですが、必ず加入
しなければならないので
しょうか。

Q疑問

こんなときには、
　  　　こんな手続きを

国民年金の加入の種別が変更になったときには忘れずに届け出ましょう。
次の表のような場合は変更を届け出てください。
◆第１号被保険者（自営業・学生など）

こんなとき 変更後の種別 届け出先
会社員・公務員になった 第２号 勤務先
会社員・公務員と結婚し扶養され
るようになった

第３号 配偶者の勤務先

◆第２号被保険者（会社員・公務員など）
こんなとき 変更後の種別 届け出先

退職した 第１号 役場
会社員・公務員と結婚し扶養され
るようになった

第３号 配偶者の勤務先

◆第３号被保険者（会社員・公務員に扶養されている配偶者）
こんなとき 変更後の種別 届け出先

扶養からはずれた 第１号 役場
配偶者が退職した 第１号 役場
会社員・公務員になった 第２号 勤務先
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平
成
27
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注

射
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
注
射
の
日

時
と
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

集
団
注
射
を
利
用
せ
ず
に
掛
か
り

つ
け
の
獣
医
師
か
ら
予
防
注
射
を

受
け
た
場
合
は
、
役
場
農
政
環
境

課
で
「
注
射
済
票
」
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
掛

か
り
つ
け
獣
医
師
が
発
行
す
る

「
注
射
済
み
証
明
書
」
と
手
数
料

五
百
五
十
円
が
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政
環
境

課
ま
で

環境
衛生 

役場農政環境課☎42局2111番

動物についての
お知らせですSanitation

不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
…

愛
犬
に

愛
情
一
本

と　き ところ

４月 　 9：20 ～ 9：40

　 9：50 ～ 10：00

　10：10 ～ 10：30

　10：40 ～ 11：00

　11：10 ～ 11：20

　11：30 ～ 11：50

中山本村公民館

８日（水） 上新橋公民館

小牧公民館

大池公民館

本町公民館

城ヶ崎公民館

　 1：10 ～ 1：25

　 1：35 ～ 1：55

　 2：05 ～ 2：35

　 2：45 ～ 3：05

上木月公民館

木月公民館

弥生区公民館

中山西区公民館

９日（木） 　 9：20 ～ 9：40

　 9：50 ～ 10：00

　10：10 ～ 10：20

　10：30 ～ 10：50

　11：00 ～ 11：20

　11：30 ～ 11：50

新延古賀剣神社

泉水公民館

室井集会所

七ヶ谷入口

神崎公民館

古門区公民館

　 1：10 ～ 1：35

　 1：45 ～ 1：55

　 2：05 ～ 2：15

　 2：25 ～ 2：35

　 2：45 ～ 3：05

新北公民館

八尋集会所

八尋神田公民館

神田公民館

室木公民館

24 日（金） 　 9：20 ～ 9：30

　 9：40 ～ 9：55

　10：05 ～ 10：20

　10：30 ～ 10：50

　11：00 ～ 11：10

　11：20 ～ 11：45

猪倉公民館

中山北区公民館

中山南区公民館

い牟田公民館

昭和通り公民館

役場車庫前

午後

午後

午前

午前

午前

飼
い
主
の
い
な
い
猫

狂
犬
病
予
防
注
射

不
妊
・
去
勢
手
術
を

「
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
」
と
い
う

理
由
で
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
え

さ
を
与
え
て
し
ま
う
と
、
次
々
に

子
猫
が
産
ま
れ
、
そ
の
子
猫
た
ち

は
保
健
所
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
、
嘉
穂
・
鞍
手
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
に
持
ち
込
ま

れ
た
九
百
三
十
八
頭
の
犬
猫
が
殺

処
分
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
数
は
福

岡
県
内
で
も
上
位
で
あ
り
、
猫
は

六
百
四
十
一
頭
、
う
ち
約
８
割
の

五
百
十
一
頭
が
子
猫
で
す
。

猫
は
年
に
２
・
３
回
出
産
を
す

る
た
め
、
す
ぐ
に
増
え
て
し
ま
い

ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
子
猫
を
産

ま
せ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
不
妊
・

去
勢
手
術
を
し
て
、
過
剰
繁
殖
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

生
ま
れ
て
く
る
ネ
コ

す
べ
て
に
責
任
を

持
て
ま
す
か
？

一組の
ネコから ･･･

INFORMATION

● 持ってくるもの　問診票（事前
に配布しています。また、新規
の場合はいずれかの注射日当日
にお渡しします）

●料金　▷新規登録＋注射＝ 6,150
円▷注射のみ＝ 3,150 円

● 問い合わせ　嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所保健衛生課生活
衛生係☎（０９４８）２１局４９７３番まで

平成 27
年

10月１日
から

スタート
�



乳幼児医療の助成を します。
　鞍手町では、子育て支援の一環として子育て世帯における医療費の負担軽減を図るため、平成27年10月１日から、
乳幼児医療の助成を拡大します。助成内容は次のとおりです。
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平成 27
年

10月１日
から

スタート
�

対象
自己負担額

医療証 所得制限
通院 入院

０歳

小学６年生まで
無料 無料 交付

なし中学１年生

中学３年生まで
助成対象外 無料 交付しない

（償還払い）

～
～

資格認定の申請について…
　医療証交付の対象となるお子さんについては申請が
必要となります。申請方法など詳しいことは随時お知
らせします

医療証の交付について…
　０歳から小学６年生までの全対象者へ９月中旬以降に
交付します（中学生には交付しません）。また、医療証
が従来の薄いピンク色からレモン色に変更となります。
10月１日以降はレモン色の医療証をお使いください。

●問い合わせ
　役場保険健康課公費医療係まで
　☎４２局２１１１番（内線 202・205）

中学生入院費支給までの流れ…
（保護者が行うこと）
①医療機関窓口で入院費を支払う
②加入の医療保険者へ療養費支給証明書の申請を行う
③療養費支給証明書が発行されたら、役場で資格認定
の申請及び入院費の支給申請を行う（療養費支給証
明書のほかに、①の領収書が必要です）
④町が入院費を支給します（支払い決定までに時間が
かかることがあります）

助成方法は…
▷０歳から小学６年生まで
　通院・入院時の自己負担はありません（保険適用外、
食費、市販の医薬品などは助成対象外です）
▷中学１年生から中学３年生まで
　入院費の自己負担分を医療機関窓口でお支払いくだ
さい。後日役場で申請することにより、一部負担金及
び加入されている医療保険の高額療養費・附加給付金
を差し引いた金額を申請時に指定していただいた口座
に振り込みます（償還払い）

＊生活保護による保護適用期間にあるお子さんは適用されません



今
月
の
納
税
（
４
月
）

●
固
定
資
産
税
︱
第
１
期
分

納
期
限
は
４
月
27
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機

関
へ
行
く
手
間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で

す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
翌
月
か
ら
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
。
申
込
用

紙
は
町
内
の
金
融
機
関
や
役

場
税
務
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、福
岡
ひ
び
き
信
用
金
庫
、

福
岡
銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ

銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

固
定
資
産
税
の
帳
簿
の

縦
覧
は
４
月
27
日
ま
で

自
己
の
所
有
す
る
土
地
や

建
物
の
価
格
を
、
町
内
の
他

の
土
地
や
家
屋
の
価
格
と
比

較
す
る
た
め
、
土
地
や
家
屋

の
価
格
な
ど
が
記
載
さ
れ
た

縦
覧
帳
簿
を
無
料
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
縦
覧
で
き
る

期
間
や
場
所
は
次
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
平
成
27
年
度

も
固
定
資
産
税
の
課
税
明
細

書
を
納
税
通
知
書
と
一
緒
に

お
送
り
し
ま
す
。

●
と
き　

４
月
１
日
（
水
）

か
ら
27
日
（
月
）
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
（
土
・
日
・
祝

除
く
）

●
と
こ
ろ　

役
場
税
務
住
民

課
賦
課
係
窓
口

●
縦
覧
で
き
る
人　

納
税
義

務
者
、
納
税
義
務
者
の
代

理
人
、
納
税
管
理
人

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
賦
課
係
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

４
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
４
月
３
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
４
月
９
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

４
月
16
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時
ま
で
（
あ
さ

ひ
補
聴
器
）
▽
と
き
＝
４

月
22
日
（
水
）
午
後
１
時

か
ら
２
時
ま
で
（
小
倉
補

聴
器
）

　
　

役
場
福
祉
人
権
課
の
相

談
で
は
、
受
付
順
の
番
号

札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
４
月
２
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

４
月
23
日
（
木
）
午
後
２

時
か
ら
５
時
ま
で
（
池
田

補
聴
器
）
▽
と
き
＝
４
月

28
日
（
火
）
午
後
２
時
か

ら
４
時
30
分
ま
で
（
九
州

補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
た
は
く

ら
て
病
院
ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き
　
４
月
15
日
（
水
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
行

政
相
談
委
員
の
皆
さ
ん
が
、

あ
な
た
の
悩
み
に
お
こ
た
え

し
ま
す
。

●
と
き　

４
月
27
日
（
月
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

ち
ょ
っ
く
ら
ふ
れ
旅

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

主
催
者
を
募
集
し
ま
す

直
鞍
２
市
２
町
と
福
岡
県

で
は
、
直
鞍
地
域
を
訪
れ
た

人
に
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て

住
民
の
皆
さ
ん
と
の
「
ふ
れ

あ
い
」
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

た
め
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
「
ち
ょ
っ
く
ら
（
直
鞍
）

税
金

相
談

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

Calendar
2015 ４
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
５ ６ ７ 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

2015. ４− 14

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●教育課…42 局 7200 番

●歴史民俗博物館…42 局 3200 番
●くらじの郷…42 局 8811 番

●社会福祉協議会…42 局 7800 番
●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番
●くらて病院…42 局 1231 番

●鞍寿の里…42 局 1233 番
●鞍手駅…42 局 0980 番

●火災の発生状況…32 局 3211 番

募
集



ふ
れ
旅
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
度
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
主
催
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、

あ
な
た
の
趣
味
や
特
技
、
技

術
を
活
か
し
た
体
験
イ
ベ
ン

ト
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
開
催
時
期　

▽
夏
＝
夏
休

み
期
間
中
▽
秋
＝
10
月
・

11
月
の
２
か
月
間

●
申
込
期
限　

▽
夏
＝
４
月

10
日
（
金
）
▽
秋
＝
４
月

30
日
（
木
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

直
方
市
観
光
物
産
振
興
協

会
☎
２
８
局
８
１
３
５
番

ま
た
は
役
場
政
策
推
進
課

ま
で

バ
ス
に
乗
ろ
う
�

イ
ラ
ス
ト
募
集

県
で
は
、
今
秋
に
実
施
す

る
「
路
線
バ
ス
利
用
促
進
福

岡
県
内
一
斉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

で
使
用
す
る
イ
ラ
ス
ト
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
優
秀
な
作

品
は
後
日
表
彰
し
、
記
念
品

を
贈
呈
す
る
予
定
で
す
。

●
内
容　

路
線
バ
ス
と
バ
ス

利
用
者
を
題
材
と
し
、
多

く
の
人
が
バ
ス
に
乗
り
た

く
な
る
よ
う
な
楽
し
い
イ

ラ
ス
ト
作
品
（
Ａ
４
版
横
）

●
部
門　

①
未
就
学
児
の
部

②
児
童
・
生
徒
の
部
③
一

般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

●
応
募
期
限　

６
月
12
日

（
金
）
必
着

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
交

通
政
策
課
☎
（
０
９
２
）

６
４
３
局
３
１
６
６
番
ま
で

農
地
の
出
し
手
、
受
け
手

を
募
集
し
ま
す

農
地
の
中
間
管
理
機
構
を

通
じ
て
、
農
地
の
貸
借
を
行

い
ま
せ
ん
か
。
農
地
中
間
管

理
機
構
は
、
農
地
を
貸
し
た

い
出
し
手
か
ら
、
規
模
拡
大

な
ど
を
行
い
た
い
受
け
手
へ

の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
を

進
め
る
た
め
、
農
地
の
中
間

的
受
け
皿
と
な
る
組
織
で
す
。

●
出
し
手
の
募
集　

随
時

●
受
け
手
の
募
集　

５
月
１

日
（
金
）
か
ら
６
月
１
日

（
月
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政

環
境
課
ま
で

ブ
ラ
イ
ン
ド
ゴ
ル
フ

親
善
大
会
ｉ
ｎ
九
州

ブ
ラ
イ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
と

健
常
者
が
同
じ
ル
ー
ル
で
プ

レ
イ
す
る
数
少
な
い
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
九
州
視
覚
障
害
ゴ

ル
フ
ァ
ー
ズ
協
会
で
は
、
大

会
に
参
加
す
る
プ
レ
ー
ヤ
ー

と
運
営
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

５
月
18
日
（
月
）

●
と
こ
ろ　

若
宮
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ

●
問
い
合
わ
せ　

九
州
視
覚

障
害
ゴ
ル
フ
ァ
ー
ズ
協

会
（
下
村
）
☎
４
２
局

９
９
０
０
番
ま
で

平
成
27
年
度

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

県
で
は
次
の
と
お
り
、
県

の
施
策
・
制
度
な
ど
に
つ
い

て
、
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い

た
だ
く
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

県
内
在
住
の

18
歳
以
上
の
人
（
平
成
27

年
４
月
１
日
現
在
）　

　

※
国
・
地
方
公
共
団
体
の

議
員
、
常
勤
の
公
務
員
、

平
成
25
・
26
年
度
県
政
モ

ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
く

●
募
集
人
員　

三
百
人

●
任
期　

県
政
モ
ニ
タ
ー
を

委
嘱
す
る
日
か
ら
平
成
28

年
３
月
末
ま
で

●
活
動
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
（
３
回
程
度
）、
県

政
へ
の
提
案
（
意
見
が
あ

る
人
は
随
時
）

●
謝
礼　

活
動
状
況
に
応
じ

て
図
書
カ
ー
ド
ま
た
は
Ｑ

Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
（
選
択
制
）

を
進
呈

●
応
募
は
が
き
配
布
場
所　

役
場
政
策
推
進
課
、
県
庁

総
合
案
内
、
県
総
合
庁
舎
、

ア
ク
ロ
ス
福
岡
文
化
観
光

情
報
ひ
ろ
ば
な
ど

●
応
募
期
限　

６
月
１
日

（
月
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

応
募
方
法
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、
福
岡
県
県
民

情
報
広
報
課
広
聴
係
☎

（
０
９
２
）
６
４
３
局

３
１
０
３
番
ま
で

くらしの情報

15 − 2015. ４

役場の組織が変わります。

フロア 課・局名 係　名 ３月までの担当部署

１階

税務住民課

賦課係
税務班

収納係

住民係 住民班

保険健康課

国保年金係
保険年金班

公費医療係

健康増進係 健康増進班

福祉人権課

福祉係
福祉高齢者班

高齢者支援係

児童人権係 児童人権班

上下水道課

下水道係 下水道班

上水道庶務係
上水道班

上水道工務係

会計課 会計係 会計班

２階

総務課

庶務管財係

総務班人事係

電算係

建設課
土木係

建設班
建築係

農政環境課
（農業委員会）

農業振興係
農政環境班

生活環境係

地域振興課
地域振興係

地域振興班
まちづくり係

政策推進課
政策係

政策推進班
財政係

議会事務局 議会事務局 議会事務局

中央
公民館 教育課

学校教育係
学校教育班

学校給食係

生涯学習係
社会教育班

文化振興係

■役場内と中央公民館内の課・係

町では、４月から役場の組織を改めます。新しい部署は次の
とおりです。



自
衛
官
幹
部
候
補
生
の

採
用
試
験
を
行
い
ま
す

自
衛
隊
で
は
次
の
と
お
り

幹
部
候
補
生
の
採
用
試
験
を

行
い
ま
す
。

●
募
集
種
目　

▽
大
卒
程
度

試
験
＝
陸
上
一
般
要
員
、

海
上
一
般
・
飛
行
要
員
、

航
空
一
般
・
飛
行
要
員
▽

院
卒
者
試
験
＝
陸
上
一
般

要
員
、
海
上
一
般
要
員
、

航
空
一
般
・
飛
行
要
員

●
受
験
資
格　

▽
大
卒
程
度

試
験
＝
22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
人
ま
た
は
20
歳
以
上

22
歳
未
満
で
大
学
を
卒
業

し
た
人
（
見
込
含
む
）
▽
院

卒
者
試
験
＝
20
歳
以
上
28

歳
未
満
で
修
士
課
程
等
を

修
了
し
た
人
（
見
込
含
む
）

●
受
付
期
限　

５
月
１
日（
金
）

●
試
験
日　

５
月
16
日（
土
）・

17
日
（
日
）（
17
日
は
飛
行

要
員
の
み
）

● 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
試
験
会
場
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
自
衛
隊
飯
塚
地
域

事
務
所
☎
（
０
９
４
８
）

２
２
局
４
８
４
７
番
ま
で

介
護
保
険
広
域
連
合

嘱
託
員
採
用
試
験

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連

合
鞍
手
支
部
で
は
、
利
用
者

実
態
調
査
型
ケ
ア
プ
ラ
ン
点

検
業
務
の
た
め
、
介
護
支
援

専
門
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

介
護
支
援
専

門
員
の
資
格
を
有
し
、
実

務
経
験
が
５
年
以
上
の
人
。

自
家
用
車
で
調
査
活
動
が

出
来
る
人
な
ど

●
募
集
人
員　

１
人

●
雇
用
期
間　

５
月
１
日
か

ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

で　

※
週
29
時
間
（
４
日
）

勤
務

●
報
酬　

月
額
20
万
円
（
健

康
・
雇
用
保
険
加
入
）、
交

通
費
有

●
申
込
用
紙
配
布
場
所　

福

岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

鞍
手
支
部
及
び
遠
賀
支
部
、

役
場
福
祉
人
権
課

●
申
込
期
限　

４
月
20
日（
月
）

● 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連

合
鞍
手
支
部
☎
３
４
局
５

０
４
６
番
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
４
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

６
日
（
月
）、
13

日
（
月
）、
19
日
（
日
）、

20
日
（
月
）、
27
日
（
月
）

で
す

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

マ
ル
経
融
資

利
子
補
給
金
交
付
制
度

日
本
政
策
金
融
公
庫
取
扱

い
の
小
規
模
事
業
者
経
営
改

善
資
金
（
マ
ル
経
融
資
）
を

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に

ご
利
用
い
た
だ
い
た
町
内
中

小
企
業
者
が
、
金
融
機
関
へ

支
払
っ
た
利
子
の
一
部
を
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

補
助
額
や
申
請
方
法
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

● 

問
い
合
わ
せ　

役
場
地
域

振
興
課
ま
で

い
た
ず
ら
イ
ノ
シ
シ
を

退
治
し
ま
す

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
は
、
年
々
増
え
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
町
で
は
、

猟
友
会
の
協
力
を
得
て
イ
ノ

シ
シ
の
駆
除
を
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
日
の
出
か
ら
日

の
入
り
ま
で
猟
犬
と
猟
銃
を

使
っ
て
駆
除
を
し
ま
す
の
で
、

山
に
入
る
と
き
は
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
駆
除
期
間　

４
月
１
日

（
水
）
か
ら
10
月
31
日
（
土
）

ま
で

2015. ４− 16

任命期間は８月下旬から 10 月下旬まで（予定）

お
知

ら
せ

小型家電の回収を
行っています

町では小型家電の回収を行っています。回収できる
家電は次のとおりです。
● 回収できる小型家電　デジタルカメラ・ビデオカメ

ラ・ポータブル音楽プレイヤー・携帯ラジオ・携帯
型テレビ・小型ゲーム機・携帯電話・電子機器付属
品類（ＡＣアダプター、充電器）

● 対象サイズ　25 センチ× 15 センチ以内
● 注意事項　携帯電話は、アドレス帳のデータなどの

個人情報や写真などの画像を消去してください
● 設置場所　役場（福祉人権課横）・中央公民館・く

らじの郷
● 問い合わせ　詳しくは農政環境課まで

小型家電回収ボックスを設置

平成 27 年 国勢調査の
調査員を募集しています

試
験

平成 27 年 10 月１日現在で、全国一斉に国勢調査が
実施されます。町では調査員として協力していただける
人を次のとおり募集しています。
● 調査員の主な仕事　①町が実施する調査員説明会に

出席します（８月下旬に開催予定）②調査用品を受
領し訪問準備をします。町内の住宅（１調査区あた
りおおむね 50 世帯）を訪問し、調査票の配布及び
回収等を行います③回収等が終了したら、調査関係
書類を作成、整理し町へ提出します（10 月下旬）

● 報酬　１調査区 38,000 円前後、２調査区 73,000 円
前後です。世帯数等で異なります

● 応募資格　① 20 歳以上で責任をもって調査事務を
遂行できる人②調査内容の秘密を守れる人③税務・
警察・選挙に直接関係のない人④暴力団員でない人・
暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有しない人
⑤その他、調査活動に支障のない人

● 申込方法　鞍手町登録調査員への登録が必要です。
指定の「登録申請書」に写真を貼って必要事項を記
入し、役場２階政策推進課に提出してください。ま
た、提出の際は本人を確認できるもの（運転免許
証など）をお持ちください（郵送で提出する場合
は、本人を確認できるものの写しを同封してくださ
い）。「登録申請書」は、町ホームページ（統計のペー
ジ）からダウンロードすることができるほか、役場
政策推進課で受け取ることができます

● 補足　多数の応募があった場合には、任命されない
場合があります（調査員説明会の通知をもって、任
命とさせていただきます）。また、鞍手町登録調査
員として登録した後に都合が悪くなった場合は、早
目にご連絡ください

● 問い合わせ　役場政策推進課政策係まで



●
問
い
合
わ
せ　

役
場
農
政

環
境
課
ま
で

住
民
票
な
ど
の
不
正
取
得

本
人
通
知
を
開
始

４
月
１
日
か
ら
、
住
民
票

な
ど
の
証
明
書
が
不
正
に
取

得
さ
れ
た
場
合
、
本
人
の
人

権
や
権
利
利
益
の
侵
害
の
防

止
と
不
正
取
得
の
抑
止
の
た

め
、
本
人
に
通
知
す
る
制
度

を
開
始
し
ま
し
た
。

●
通
知
す
る
条
件　

証
明
書

を
取
得
し
た
第
三
者
が
不

正
取
得
者
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
。

国
や
県
の
通
知
で
、
不
正

取
得
の
事
実
が
明
ら
か
に

な
っ
た
場
合

●
対
象
と
な
る
証
明
書　

住

民
票
、
住
民
票
記
載
事
項

証
明
書
、
戸
籍
の
附
票
、

戸
籍
全
部
（
個
人
）
事
項

証
明
書
、
戸
籍
一
部
事
項

証
明
書
、
戸
籍
謄
抄
本
、

戸
籍
記
載
事
項
証
明
書
、

届
書
の
記
載
事
項
証
明
書

　

※
消
除
さ
れ
た
住
民
票
・

戸
籍
の
附
票
、
除
か
れ
た

戸
籍
な
ど
も
含
み
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
住
民
係
ま
で

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
を
策
定

人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢

化
に
よ
る
家
族
形
態
の
変
化
、

就
労
の
多
様
化
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
な
ど
に
よ

り
、
子
ど
も
・
子
育
て
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
鞍
手
町
に
お
い

て
も
子
育
て
に
対
す
る
不
安

感
や
孤
立
感
を
感
じ
て
い
る

家
庭
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
町
で
は
、
国
が
制

定
し
た
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
」
の
規
定
に
基
づ
き
、

「
鞍
手
町
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
今
後
は
こ
の
計
画
を

子
ど
も
・
子
育
て
施
策
の
道

し
る
べ
と
し
て
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
育
ち
と
保
護
者
の

子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
援

す
る
環
境
の
整
備
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
４
月
の

初
め
に
は
、
こ
の
計
画
の
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
全
世
帯
に

配
布
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
児
童
人
権
係
ま
で

町
内
事
業
者
の
み
な
さ
ん

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

で
起
業
し
て
み
ま
せ
ん
か

平
成
25
年
12
月
か
ら
運
用

を
開
始
し
た
自
治
体
運
営
型

通
販
サ
イ
ト
「
自
治
体
特
選

ス
ト
ア
鞍
手
」
は
、
平
成
27

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
取
扱

い
を
終
了
し
ま
し
た
。
１
年

４
か
月
間
、
み
な
さ
ま
に
ご

利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
、
町
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
新
た
に

出
店
・
開
設
す
る
場
合
や
既

に
開
設
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
拡
充
し

た
り
す
る
町
内
事
業
者
に
対

し
て
、
次
の
と
お
り
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
新
規
出

店
や
２
店
目
以
降
の
出
店
等

を
検
討
し
て
い
る
事
業
者
の

皆
さ
ん
は
是
非
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

●
対
象
者　

町
内
に
本
店
を

有
し
、
実
在
す
る
店
舗
で

１
年
以
上
の
営
業
実
績
が

あ
り
、
町
税
等
を
滞
納
し

て
い
な
い
等
の
条
件
を
満

た
す
事
業
者
の
う
ち
、
次

の
い
ず
れ
か
の
事
業
を
行

う
も
の
。①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
を
新
た
に
出

店
・
開
設
す
る
場
合
②
既

に
開
設
し
て
い
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
に
対
応
す
る
更

新
を
行
う
場
合
③
既
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

を
出
店
・
開
設
し
て
い
る

事
業
者
で
、
２
店
目
以

降
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
・
開
設

す
る
場
合

●
対
象
経
費　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
出
店
、

開
設
、
更
新
に
か
か
る
経

費
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
に
係
る

経
費

●
補
助
金
額　

対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内
（
上
限

10
万
円
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
地
域

振
興
課
ま
で

４
月
は
未
成
年
者

飲
酒
防
止
強
調
月
間

未
成
年
者
の
飲
酒
は
、
か

ら
だ
や
心
の
発
達
が
盛
ん
な

時
期
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

お
酒
は
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
方
税
務

署
☎
２
２
局
０
８
８
０
番

ま
で

くらしの情報

17 − 2015. ４

● 利用できる人　町内にお住まいの、日常生活等に車
椅子を必要とする高齢者・障がい者で次のいずれか
に該当する人。①介護保険法に規定する要介護認定
により要支援・要介護の認定を受けている人②身体
障害者手帳の交付を受けている人③療育手帳の交付
を受けている人④発達障害・高次機能障害及び難病
等により障害者の日常生活及び社会生活を総合的に
支援するための法律の対象となる人⑤町長が特に必
要と認めた人

● 利用できる要件　①医師の診断、治療を受けるため
の通院、入退院②福祉施設のへ通所③公共団体、社
会福祉団体等が主催する事業、会議への参加④公共
機関での手続きが必要なとき⑤買物、行楽及び冠婚
葬祭に必要なとき

● 利用できる期間　連続した３日以内。だたし、車検
及び修理期間や 12 月 29 日から翌年の１月３日まで
の期間は、利用できません。出庫及び返車は、午前
８時 30 分から午後５時までに行ってください

● 料金　無料。ただし、道路通行料、駐車場使用料、
燃料費は利用者の負担となります

● 申請方法　利用日の１か月前から３日前までに申請
書に利用できる要件を備えていることを証する書類

（手帳等）の写し及び運転者の運転免許証の写しを
添えて、役場総務課に提出してください。申請書は、
役場総務課、中央公民館、総合福祉センターで入手
できるほか、町ホームページからダウンロードする
こともできます

● 問い合わせ　利用目的や先約の状況によって利用で
きない場合があります。詳しいことは役場総務課まで

町では次のとおり、福祉車両の貸出しを行っています。

宝くじ助成金で購入した福祉車両

※いずれもAT車です

車種 車両番号
乗車定員

（うち車椅子人員）
必要な免許

コースター
（写真左）

筑豊 800
さ 4729

24 人
（２人）

大型免許

ハイエース
（写真右）

筑豊 800
さ 4691

10 人
（２人）

普通免許



国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

20
年
４
月
２
日
か
ら
５
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。
な
お
、
高
齢
受
給
者

証
が
利
用
で
き
る
の
は
70
歳

の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が

誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
）
か

ら
で
す
。

●
交
付
す
る
日　

４
月
24
日

（
金
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
国
保
年
金
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
は
、
外

来
診
療
で
も
使
え
ま
す
。
も

し
、
入
院
や
高
額
な
外
来
診

療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、
早

め
に
交
付
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認
定

証
は
国
民
健
康
保
険
税
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保
険

税
は
必
ず
納
期
限
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
国
保
年
金
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類（
領
収
書
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
５
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
15
年
５
月
１
日

か
ら
５
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
４
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

　

くらしの情報

のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【２月中】 【累　計】
件 数 7 件（＋11） 件 数 15 件（±10）

死 者 00 人（±10） 死 者 220 人（－11）

傷 者 9 人（＋ 1） 傷 者 20 人（－ 1）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、
県警のホームページに校区別の詳しい
犯罪発生状況などがご覧になれます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【２月中】 【累　計】

刑法犯総数 116 件（＋41） 刑法犯総数 206 件（＋ 49）

車上ねらい 10 件（＋ 3） 車上ねらい 19 件（－ 1）

自転車盗難 0 9 件（－ 2） 自転車盗難 22 件（＋ 4）

空き巣 0 4 件（± 0） 空き巣 9 件（＋ 1）

2015. ４− 18

　

休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

朗読サークルの皆さんが、いろ
りのそばで昔話や絵本の読み聞か
せをしてくれます。親子で聞きに
来てみませんか。
● とき　４月 11 日（土）午前 10

時から
● ところ　歴史民俗博物館
● 問い合わせ　歴史民俗博物館まで

い
ろ
り
ば
た

お
話
の
会

● とき　４月８日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま
（中間市通谷）

● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談

休日
　在宅医
診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

●４月 12 日（日）原医院（新北）
☎４３局２０３０番

生活安全課からのお知らせ

鍵は簡単に開けられます
◉無施錠・１か所のみ施錠の車両
　が被害にあう傾向にあります
◉防犯登録をしましょう

二重ロックをしましょう！

自転車盗難が多発!!



後
期
高
齢
者
被
保
険
者
の

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
被
保
険
者

を
対
象
に
生
活
習
慣
病
の
予

防
及
び
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
目
的
と
し
て
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す
。

●
受
診
対
象
者　

後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者

●
受
診
期
限　

平
成
28
年
３

月
31
日
（
木
）
ま
で

●
受
診
方
法　

受
診
票
に
同

封
し
た
健
康
診
査
の
実
施

医
療
機
関
で
個
別
に
予
約

の
う
え
受
診

●
受
診
票
の
送
付
時
期　
　

▽
平
成
27
年
４
月
末
ま
で

に
被
保
険
者
に
な
る
人
＝

４
月
下
旬
▽
平
成
27
年
５

月
以
降
＝
被
保
険
者
と
な

る
月
（
75
歳
の
誕
生
月
）

の
上
旬

●
自
己
負
担
額　

五
百
円

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
（
０
９
２
）
６
５
１
局

３
１
１
１
番
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
で
の
窓

口
負
担
額
が
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
で
済
む
限
度
額
適
用

認
定
証
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。
こ

の
認
定
証
は
、
申
請
し
た
月

の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま
せ

ん
の
で
、
入
院
ま
た
は
高
額

な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た
と

き
は
前
も
っ
て
手
続
き
を
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
す
で

に
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
は
、

記
載
さ
れ
て
い
る
有
効
期
限

ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
改
め
て
交
付
手
続
き

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
、
印
か
ん
、
過
去
１

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
入
院
期

間
が
確
認
で
き
る
書
類（
領

収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

５
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
25
年
５
月
２
日
か
ら
６

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

４
月
22
日

（
水
）、
23
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
高
齢
者
支
援
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
は
が
き
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

80
分
で

北
九
州
か
ら
名
古
屋
へ

フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ

ン
ズ
が
北
九
州
空
港
、
名
古

屋
小
牧
空
港
間
の
１
日
２
往

復
の
運
航
を
開
始
し
ま
し
た
。

１
日
２
往
復
な
の
で
、
日
帰
り

出
張
や
、
お
仕
事
帰
り
に
夕

方
の
便
に
乗
っ
て
「
晩
御
飯

は
名
古
屋
飯
」
も
可
能
で
す
。

●
発
時
刻　

▽
北
九
州
発
＝

午
前
９
時
10
分
、
午
後
８

時
10
分
▽
名
古
屋
発
＝
午

前
７
時
20
分
、
午
後
６
時

20
分
（
所
要
時
間
は
い
ず

れ
も
約
80
分
）

●
問
い
合
わ
せ　

北
九
州
エ

ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式
会
社

☎
（
０
９
３
）
４
７
５
局

４
１
９
５
番
ま
で

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ

内
は
故
人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
【
香
典

返
し
】

▽
浦
部
豊
喜
様
＝
新
北
（
實
）

▽
川
原
愛
子
様
＝
唐
ヶ
崎（
聖
子
）

▽
岡
崎
泰
子
様
＝
新
北
（
隆
）

▽
堀　

敏
郎
様
＝
新
延
南
区

（
保
子
）

●
く
ら
て
病
院
へ【
香
典
返
し
】

▽
吉
迫
暢
洋
様
＝
城
ケ
崎
（
河

野
照
子
）

● 利用できる人　専修学校及び各種学校（職
業に必要な技術・技能の習得を目的とし
た学科に限る）に経済的な理由で就学す
ることが困難な、中学校・高等学校の新
規卒業者及び当該年度の高等学校中退者

● 使い道　授業料、実習費、入学金、入学
支度金など

● 貸付額　▷専門課程＝月額 53,000 円▷そ
の他＝月額 30,000 円▷入学支度金（１回）
＝ 100,000 円

● 利息　無利子
● 貸与の基準　世帯の収入が基準以下であ

ること、他の奨学金を受けていないこと
● 返済期間　在学期間の３倍以内（最長 12

年以内）
● 受付期限　５月 11 日（月）
● 問い合わせ　貸与事業の対象となる学校

など詳しいことは教育課生涯学習係まで

くらしの情報

19 − 2015. ４

愛の
贈

り
も
の

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

あなたの学習意欲を
応援します

若年者専修学校等技能習得資金



広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

● 町の人口・２月の人の動き

平成 27 年４月号  No.664

・人口　16,899 人
・男性　 8,031 人
・女性　 8,868 人
・世帯数  7,579 世帯

（平成 27 年２月 28 日現在）

・出生  9 人
・死亡  24 人
・転入  51 人
・転出    44 人

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報くらて編集委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

４月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 水 固定資産税帳簿の縦覧（※４月27日まで）（役場：８時30分～
17時 15分、14ページ参照）

2 木 補聴器相談（くらて病院：14時～17時、14ページ参照）

3 金 補聴器相談（役場：13時～14時、14ページ参照）

4 土

5 日

6 月

7 火

８ 水

９ 木 １歳半、３歳児健診（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時、14ページ参照）

10 金

11 土 いろりばたお話の会（歴史民俗博物館：10時～、18ページ参照）

12 日

13 月

14 火

15 水 無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、14ページ参照）

16 木 ４か月健診（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時、14ページ参照）

17 金

18 土

19 日

20 月

21 火

22 水
乳幼児相談（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時、14ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、19ページ参照）

23 木
７か月、12か月健診（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、14ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～19時、19ページ参照）

24 金 国保高齢受給者証交付（役場：９時～、18ページ参照）

25 土

26 日

27 月 固定資産税（第１期分）納期限（14ページ参照）
心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、14ページ参照）

28 火 補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、14ページ参照）

29 水 昭和の日

30 木

【小松菜チャーハン】　１人当たりの栄養価　380kcal

　

【キャベツとミンチのトマト煮】　１人当たりの栄養価　114kcal

■材料（６人分）
小松菜（600g）、塩（小さじ１）、温かい白ごはん（800g）、
卵（４個）、サラダ油（大さじ３）、ごま油（大さじ１）、しょ
うゆ（少々）、こしょう（少々）、酒（大さじ１）
■作り方
① 小松菜を５mm 幅に切る。
② フライパンでサラダ油の半量を熱して、卵を流し入れ、

ふんわりとなったら大きくかき混ぜ、いったんとりだす。
③ 残りのサラダ油を熱して強火で小松菜をサッと炒めて

塩をふる。
④ ごはんを加えて炒め合わせて、しょうゆ、こしょう、酒

を加え混ぜる。卵を戻し入れて炒め合わせ、ごま油を
ふる。

■作り方
① キャベツは約７cm ぐらいにちぎる。
② キャベツの芯と玉ねぎ、にんじんはみじん切りにする。
③ 厚手のなべにキャベツを 1/3 位敷き、②の半量とミン

チの半量をのせる。塩（半量）とこしょうをふる。
④ もう１度③を繰り返し、残りのキャベツをのせる。
⑤ 調味料を入れて、水をひたひたになるまで足す。
⑥ キャベツがくたっと柔らかくなるまで煮て、こしょうをふ

り味を調える。
⑦ パセリのみじん切りを加えて仕上げる。

■材料（６人分）
合いびき肉（200g）、キャベツ（500g）、たまねぎ（200g）、
にんじん（80g）、水（２カップ）、塩（小さじ１）、こしょ
う（少々）、ローリエ（適宜）、みじんパセリ（20g）
A調味料…野菜ジュース（300cc）、ケチャップ（大さじ

２）、砂糖（大さじ１）、鶏がらスープ（大さじ１）

テーマ
「バランスの良い食事を」


